
         

 

やワークを行う「ナラティブアプローチ」の技

法の研究をしていますが、最近は人生観や仕事

観を明らかにした後の行動化の支援に軸足を移そ

うかと思っています。人生観や仕事観が明らかに

なっても「自信がない」「不安」等の理由で行動化

できない若者が少なくないからです。どうも日本

のカウンセリングは「相談室で相談して、カウンセ

ラーが納得できる答えを見つけたら終わり」みた

いな印象があるわけですが、「クライエントがいま

いる環境で適切な行動ができる」ところまでやり

たいわけです。ただ就活が始まると皆焦るのです

が、まだまだ時間がある大学 1，2年生はなかなか

行動できていない。無駄な時間も多いように感じ

ます。思いっきり遊ぶのならいいのですが、「暇つ

ぶし」と称して無料動画や無料オンラインゲーム

をやるだけでは勿体ない。この辺りの学生の意識

改革をどうやって進めたらいいか、いろいろ悩ん

でいます。 

一方で、人生の変節点にある中高年の「趣味」「生

きがい」にも注目しています。仕事や家庭でしんど

いことがあっても、「第三の居場所」があると乗り

切れることも多い。ラーメン食べ歩きでもギター

弾き語りでも料理でも刺繍でも、仕事や家庭以外

に打ち込めるものがあることも大切ではないかと

考え始めています。 

要はとりとめのないことを考えているわけです

（笑）。                                 
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秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板秋号をお届けします！  

思 う こ と 

渡部 昌平  

カウンセラーは、ベテランになるほどこだわり

や思い入れが強くなる商売のように思います。私

がいつからこの業界に足を踏み入れたか、まだそ

の業界にいると言えるのか微妙なところですが、

今回この文章を書くに当たり、改めていつ資格を

取得したか調べて見たところ、産業カウンセラー

を 2004 年、キャリア・コンサルタントを 2005

年に取得していたことが分かりました。カウンセ

ラーが難しいのは、中のベテラン・中堅からは厳

しい目で見られ、外からは「誰でもできるんじゃ

ないの」と思われるところではないかと思いま

す。特にキャリア分野でその傾向が強い印象

が。。。  

最近は教育や相談のウイングを金融教育や消

費者教育にまで拡げるべく、ＦＰや消費生活アド

バイザーの資格を取得してみました（なぜか日本

語教育能力検定にも合格していますが（笑）。学

生の日本語をどうにかしたいな、と（苦笑））。東

北心理学会など、キャリアを専門にしている人が

ほとんどいない学会などにも顔を出して、できる

だけ井の中の蛙にならないように意識していま

す。  

日本では 2000 年代から導入されてきた、クラ

イエントの人生観や仕事観を明らかにする質問 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大自然との共生！  

 秋田県運営部への問い合わせなどにご利

用ください。  

運営部長連絡先  080-9259-6005 

メール  jaico_akita●yahoo.co.jp 

スパムメール防止のため、●を＠に置き換え

てご利用ください  

こちらは「力水」  

 

急勾配  
33 度  

 

 

 

 

 

 


